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日本燃焼学会創立 50周 年 とい う記念すべ き時にあた り,

その特集 を組みました 企 画当初,学 会創立の経緯や燃焼

シンポジウムの歴史など,多 くの記事 をた くさんの人に書

いて もらお うと意気込み,そ の膨大な量か ら,別 冊 として

発行す る案 もあ りましたが,定 期刊行物 である日本燃焼学

会誌 に特集 の形で収録 した方が結果的に図書館等に永 く収

蔵 され るのではないか, というアー カイブ的な意義 を尊重

し,本 号の特集 とな りました し か し,分 量は,通 常の信

程度で打ち止めに しました 収 録で きなかった貴重な資料

や写真,ま た,本 来なら当然執筆 をお願いすべ き方々のお

話は,“寄せ書 きち
“
思い 出

),“
随想

"な
ど,形 式 は未定

ですが,順 次,掲 載 しようと思っています

そもそ も,創 立 50周 年記念の企画 は,何 年 も前か ら周

到に言1画され ていた わけではな く,む しろぅ 多 くの方が,

何十周年な どとい う意識はさらさら持ち合わせていなかっ

た と表現する方が適 当で,Tllc Combushon lnshtutcの創 立

50周 年記念 に触発され 日本の事情 について意識 された こと

が端緒 とな ります 一 昨年 (2004年)の 2月 下旬の頃 の こ

とで した 再 録 した矢 木先生,秋 田先生の記事にあるよう

に,創 立 とされる 1955年 5月 25日 の総会以前 ,1953年

11月 に燃焼 研 究 懇 話会が発 足 され てお り, これ は Thc

Combustion lnstimtc発足の 1954年 7月 1日 に先んじている

わけですが,1955年 5月 説 とす ることが妥当なので,関 係

者一同, ぎ りぎ りで 50周 年に間に合った とい うのが史実

とな ります

幸い,創 立 50周 年 にあたる2005年 度は,順 番で東京地

区で燃焼シ ンポジウムを開催す る予定だったので, この と

きに式典 を行い,そ の報告を特集 として掲載する ことにな

りました 結 果 として,編 集委員会 としては,50周 年にあ

たる2005年 5月 号ではな く,2006年 2月 号に特集を組め

ばよ くなったので,か な り,準 備 に余裕がで きました

理事会 における進行状況 を列記する と,平 成 16年 度第

二回理事会 (2004年 6月 25日 開催)で 50周 年記念を行 う

ことの提案 と承認,第 二回 (2004年 12月 3日 開lFlで日本

燃焼学会 50周 年記念 特別 委員 会 を設 置 し,委 員長 に現

Thc Combusho■Institutc富」会長で Intcrnational Affair担当の

新岡嵩 先生 とす ることを決定,平 成 17年 度第 一回理事会

あ と が き

日本燃焼学会編集委員会委員長 石 塚 悟

(2005年 2月 25日 開催)で 式典等 の骨子】 第二 回理 事会

(2005年 6月 25日 開催)で 式典 ・展示 出 板 の具体案を,

そ して,同 年 8月 28日 に式次第 ,展 示スペー スなどの打

合を東京で行い,Vヽよいよぅ平成 17年 12月 6日 の式典 と

なったわけです

特集号の構 成 は,記 念式典の報告や寄せ書 きの他 ,特 別

展示の収録 ,そ して,若 い会員の方々が旧学会誌
“
燃焼研

究
"に

触れ る機 会がほ とん どないこ とを考慮 し,往 時のア

ーカイブ的な記事を再録することにしました

さて, 式典関係ですが,角 日会長の式辞 ,新 岡委員長の

報 告の他 ,新 岡先 生 のご尽 力 で Haynes現 会長 の祝辞 や

Law前 会長の招待講演,そ して,交 流の密な韓国燃焼 学会

か ら本学 会の論文書査委 員会委員 も務 め られ ている Shlla

先生 の祝辞が IP」載で き,国 際色豊かな もの とな りました

Hayncs会長の祝辞には, どこで調べたのか 日本人の会員で

も知 らない ような日本燃焼研究 会設立当時の ことが詳 しく

書かれてお り,非 常に驚か されました 招 待講演を された

平野先生 は,シ カゴで の Bcrnard lew 6ヽ old Mcdal受賞の

余韻 も残 り, また, 日本燃焼研 究会を日本燃焼学会 に改組

された会長 で もあ り,生 き字引的存在 として執筆いた だき

ましたが ,参 考論文 と して挙げられた
“
燃焼研究

"掲
載記

事はすべて再録 してあ ります

次に,会 長職 を歴任 された方に執筆 していただ きました

内容 を い ろい ろ と調整 して いた だ き ,河 野 先 生 に は ,

Siver Med水を受 賞 され我 が国の燃焼研究 を世界 に知 らし

めた東大 航 空学 科で の熊谷先 生のエ ピツー ドを まじえ

て,そ して,伊 藤先生には, 日本開催 としては 2度 目にな

る札幌 の第 29回 国際燃焼シンポジウムの報告をして いた

だ きました 多 くの美 しい,楽 しいカラー写真 は,永 く会

員の思い出 として刻 まれることと確信 してお ります

また,名 誉会員で ある,秋 田一雄先 生,木 村逸郎先 生に

も執筆 して いただ きました 名 誉会員に なられた方 として

は,他 に,金 原寿郎先 生ぅ矢木栄先生,山 崎毅六先生 ,熊

谷清一郎先生,疋 田強先生,功 刀雅長先生,辻 匿先生,神

野博先生,磯 田浩先生,が いらっしゃいますが,逝 去され

てい るのが残念です 特 に, ここ数年の 間に, 山崎先生 ,

磯 田先生,そ して,辻 先生 と,次 々に巨星が逝 き,50年 と
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い う時の長 さを否応 もな く痛 感せ ざ るを得 ません 特 に,

辻先生は,私 の思師で もあるので,一 昨年,50周 年記念の

話が持ち上 がってまもな くか ら相談 させていただいて お り

ましたが,い よいよこれか ら具体的に動 き出そうとした矢

先の昨年 3月 に急逝 され,非 常な痛手で した 先 生は,再

録の燃焼研究第 4号 に示 され るように,他 の先生方 と一致

協力 して燃 焼研究を立て直 した実績があ り,そ の責任感 の

強 さか ら,さ ぞか し気がか りであったもの と推察 されます

が,秋 田先生に は体調のよい時を見 言「らって貴重な執筆を

していただ きました ま た,木 村先生に は,祝 貨会でお元

気な声を聞かせていただき, とて も喜ば しく,会 員一同非

常に心強い限 りで した

さて】 日本燃焼学会の重要事項 として,学 会誌の発行 と

燃焼シンポジウムの開催があ ります そ こで,学 会誌
“
燃

焼研究
"の

記念すべ き第一号に執筆 した方 として,当 時の

富士精密工業の垣見恒男氏にご執筆いただ きました ま た,

後で第 一回 と命 名 された昭和 38年 度燃 焼シンポ ジウムに

参加 され発表 された方 として,西 村肇先生 に執筆いただき

ました 第 一号 の目次 ,な らび に,昭 和 38年 度燃焼シン

ポジウムの概要が掲載 されてい る燃焼研究第六号の目次 を

再録 しましたので御一見下 さい ま た,寺 田寅彦に師事 し

物理学か ら燃焼に参入された金 原先生のご様子などを書い

ていただ く目的でllq賀節子先生 に執筆を依頼 しました 瀬

賀先生は,東 邦大学を退官 されて資料を丁 度整理 していた

ところで,往 時 の海外で の学会 や燃焼研 究の様 子などを,

貴重な写真 と共にご執筆いただ きました

さらに,学 会誌に関 しては,非 常に長い間 ご尽力をいた

だいた福谷征史郎先生に 日機関誌
“
燃焼研究

″
を,現 在の

A4版 の
“
日本 燃焼学会誌

'に
つ いては, 当時編集委員長

であ った小林 秀昭先 生に執筆 していただきま した 一 方,

燃焼シンポジウムの講演論文集 (以前の前刷 り集)に 関 して

は,再 録 した燃焼研究第 109号 の辻先生の記事にあるよう

に,拓 殖大学の堀守雄先生 (日東京大学宇宙 航空研究所 辻

研究釣 に資料が揃 つていたので,執 筆を依頼 しました

しか し,創 立当初, 日本燃焼研 究会の事務局が置かれて

いた東京大学本郷 キャンパスの工学部 5号 館の狭除さは有

名で,貴 重な資料 はすでに処分 されて しまっていたのはつ

くづ く残念 です 再 録記事にあるように日本燃焼研究会の

30周 年記念会はあったのですが,燃 焼 をこよな く愛す同好

会的感覚だ ったのか, 事務的に資 料を整理するにはいたっ

ていません せ めて もの政いは,何 人かの方 が意識 してア

ーカイブ的 に著述を残 して下 さっていることです 他 の学

会では,10年 毎,あ るい は,25年 の節 目で祝賀 会を開催

し資料 を整埋 しているので,50年 分 を一度に発掘 させ られ

た当事者の一人 としては, これを教討に ,10年 毎にこつ こ

つ と資料 を整理するよう理事会に提案 したい と思います

さて,展 示ですが,燃 焼学会ゆか りの地本郷 キヤンパス

で奉職 され ている土橋律先生に中心になっていただき資料

を収集 して いただ きました か つて東大 写真部員で,第 二

国の炎の写 真展 を取 り仕切 った経歴 を活か し,ltを 振 るつ
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ていただ きましたが,ス ペースの関係で,本 特集 には ほん

の一部の写真 しか掲載で きませ んで した ひ とまず,ダ イ

ジェス ト版 を上橋先生にまとめていただいた と解釈 してい

ます 折 りをみて,各 写真 に対応 した適当な執筆者 を発掘

して順次ぅ掲載で きた らと思っています

最後 に,再 録で す が,創 立の経 緯 や創 立 当時 の様子 ,

Thc Combustion lnshιutcや 国際燃焼シンポジウムヘの対応】

機関誌 「燃焼研究 Jの 発刊,国 内の燃焼 シンポジウムの開

催, そ して, 日 本燃焼研究 会か ら日本燃焼 学会へ の移行ぅ

などに関す るものを掲載 しました し か し,気 にな りつつ

割愛 した記事 として下記のものがあ ります

1 第 37号 (1974)第 15回 国際除 焼 シ ンポ ジウム特 集号

27:B Lc航 s博 士の挨拶

2 第 43号 (1976)1618:ヘ レン小母 さんのこと!疋 田強

3 第 56号 (1981)119:日 本の火災 と火災研究の移 り変 り,

秋田一雄

4 第 68号 (1985)総 目次(第 1号 ―第67勧

5 第 83号 (1990)14:燃 焼の基礎 研究の振興 と国際協力

の重要性,辻 匿

6 第 84号 (1990)会 告 1:日 本燃焼学会規約 (勾

7 第 85号 (1990)表 紙真 :日 本燃焼学会規約

8 第 97号 (1994)2:非 上二郎 さんの こと,秋 田一雄

9 第 111号 (1998)1:田 中良一氏のご逝去を悼んで,新 岡

嵩

福谷先 生の大偉 業の一つ,総 目次 が第 68号 以降 で きて

いないのが気 がか りで す A4版 の 日本燃焼 学会誌に なっ

てか らは,毎 年総 目次 を作 るようにはして いますが, 日本

燃焼学会誌 150号 (2007年)あ た りで総 目次を作 ることが直

近の学会誌 編集委員会の宿題の ようです が , これを書 く

と次 の編集委 員長の な り手が いな くなるか も しれません

200号 (xxxx年 )と しましよう

最後 にな りましたが,本 特集にあた り大阪府立大学 瀬

川大資先生 には学会関係の膨大 な資料の作成 を,東 京大学

生橋研究室 武 田春美女史,広 島大学機 械 システムエ学専

攻 加 藤由紀子女史には再録記 事の作成 ・編集等を,上 倉

事務所 天 野貴子女史には,尋 常ならぬ横正や製版 にご尽

力をいただ きました こ こに謝意 を表 します ま た,展 示

のための資 料収集や式典 ・祝賀会の記録な どに関 し,展 示

物一覧の表 に記載の方々,な らびに,東 京大学 越 光男先

生,手 崎衆先生,津 江光洋先生,三 好明先生をはじめ第 43

回燃焼シンポジウム実行委員会 の皆様 には多大なるご尽力

を賜 り,お かげで ,数 多 くの資料が保存 され る運び とな り

ました こ れ らは,折 りをみて公開す る予定である ことを

最後 に記 してお礼にかえさせていただきます
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